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鎌
倉
・
教
恩
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
と
快
慶

大
澤
慶
子　

付
け
ら
れ
て
き
た
観
が
あ
る

4
。

近
年
、
快
慶
や
行
快
を
は
じ
め
、
そ
の
周
辺
仏
師
の
作
例
の
確
認
が
あ
い
つ

い
で
い
る
が

5
、
快
慶
自
身
の
作
か
、
快
慶
と
同
時
期
の
工
房
製
作
か
、
あ
る

い
は
快
慶
没
後
の
工
房
製
作
か
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
精
度
で
比
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た

6
。

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
教
恩
寺
像
の

形
式
・
作
風
等
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
い
、
彫
刻
史
上
に
お
け
る
位
置
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
三
尊
の
各
光
背
・
台
座
は
後
補
の
た
め
記
述
を

省
略
す
る
。

一
　
教
恩
寺
像
の
基
礎
デ
ー
タ

　
形
状

阿
弥
陀
如
来
立
像
（
図
２
～
11
）

螺
髪
は
旋
毛
形
（
右
旋
）
に
彫
出
し
、
髪
際
正
面
第
一
列
で
三
十
五
粒
を
数

は
じ
め
に

鎌
倉
市
大
町
所
在
の
時
宗
中
座
山
大
聖
院
教
恩
寺
に
は
、
像
高
九
八
・
八
㎝
、

髪
際
高
九
一
・
九
㎝
１

の
阿
弥
陀
如
来
立
像
と
そ
の
両
脇
侍
観
音
・
勢
至
菩
薩

立
像
の
三
尊
が
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
（
一
九
七
八
年
神
奈
川
県
指
定

文
化
財
）（
図
１
）。
江
戸
時
代
の
『
新
編
鎌
倉
志
』（
貞
享
二
年
〔
一
六
八
五
〕

成
立
）
や
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』（
天
保
十
二
年
〔
一
八
四
一
〕
成
立
）
な

ど
の
地
誌
類
に
よ
る
と
、
本
像
は
運
慶
（
？
―
一
二
二
三
）
作
で
、
南
都
を
焼

き
討
ち
し
た
平
重
衡
（
一
一
五
六
―
一
一
八
五
）
が
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）

に
囚
わ
れ
鎌
倉
に
送
ら
れ
た
後
の
帰
依
仏
と
い
う
伝
承
を
も
つ
２
。

こ
の
像
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
は
皆
川
祥
子
氏
に
よ
り
「
快
慶
の
阿
弥
陀
様

の
系
統
」
で
「
十
三
世
紀
前
半
の
鎌
倉
地
方
の
彫
刻
史
を
考
え
る
上
で
き
わ
め

て
重
要
な
意
義
を
も
つ
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
３
。

そ
の
後
の
鎌
倉
彫
刻
史
研
究
に
お
い
て
、
快
慶
（
？
―
一
二
二
七
以
前
）
の

無
位
時
代
（
建
仁
三
年
〔
一
二
〇
三
〕
十
一
月
三
十
日
以
前
）
の
着
衣
形
式
や

作
風
な
ど
を
採
用
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
快
慶
が
完
成
さ
せ
た
来

迎
形
の
阿
弥
陀
三
尊
で
あ
る
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
作
の
可
能
性
の
高
い
和

歌
山
・
光
台
院
像
を
踏
襲
す
る
、
そ
れ
以
降
の
周
辺
仏
師
に
よ
る
像
、
と
位
置
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え
、
地
髪
部
五
段
、
肉
髻
部
八
段
に
配
列
す
る
。
肉
髻
珠
・
白
毫
相
、
耳
朶
を

環
状
に
あ
ら
わ
す
。
三
道
を
あ
ら
わ
す
。
裙
・
覆
肩
衣
・
衲
衣
を
着
け
る
。
覆

肩
衣
は
両
肩
か
ら
右
腕
を
覆
い
、
衲
衣
は
左
肩
か
ら
右
腋
を
と
お
っ
て
正
面
に

ま
わ
り
、
端
を
再
び
左
肩
に
か
け
て
背
面
に
垂
ら
す
。
裙
は
背
面
左
寄
り
で
右

前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
右
手
は
屈
臂
、
左
手
は
垂
下
し
、
そ
れ
ぞ
れ
掌
を
正
面

に
向
け
、
第
一
・
二
指
を
捻
じ
、
他
指
を
伸
ば
し
て
来
迎
印
を
結
ぶ
。

観
音
菩
薩
立
像
（
左
脇
侍
）（
図
12
～
16
）

　

髻
を
高
く
結
う
。
そ
の
形
状
は
下
元
結
を
髪
で
結
い
、
上
元
結
を
紐
二
条
で

結
い
、
髻
下
方
部
と
頂
部
で
そ
れ
ぞ
れ
三
束
に
振
り
分
け
、
上
元
結
上
方
で
網

代
状
に
結
い
、
そ
の
両
脇
か
ら
髪
先
を
左
右
に
各
一
束
垂
ら
す
。
頭
髪
は
す
べ

て
毛
筋
彫
り
で
、
地
髪
部
天
冠
台
下
の
前
方
部
に
は
束
ね
目
を
あ
ら
わ
す
。
鬢

髪
が
一
束
耳
を
わ
た
り
、
耳
朶
を
環
状
に
あ
ら
わ
す
。
天
冠
台
紐
二
条
を
彫
出

す
る
。
白
毫
相
、
三
道
を
あ
ら
わ
す
。
条
帛
を
か
け
、
上
部
の
折
返
し
部
を
短

く
あ
ら
わ
す
裙
を
着
け
、
そ
の
上
に
帯
状
の
腰
布
を
着
け
る
。
腹
部
と
大
腿
部

に
結
び
目
を
あ
ら
わ
す
結
紐
（
あ
る
い
は
腰
布
の
端
部
か
）
を
脚
部
中
央
に
垂

下
さ
せ
る
。
両
手
を
軽
く
屈
臂
し
、
掌
を
仰
い
で
蓮
台
を
執
り
、
両
膝
を
曲
げ
、

腰
を
屈
め
前
傾
し
て
立
つ
。

勢
至
菩
薩
立
像
（
右
脇
侍
）（
図
17
～
21
）

　

頭
部
は
す
べ
て
観
音
像
に
準
ず
る
。
体
部
は
以
下
の
と
お
り
。
条
帛
を
か

け
、
上
部
の
折
返
し
部
を
短
く
あ
ら
わ
す
裙
を
着
け
、
そ
の
上
に
膝
上
ま
で
の

長
さ
の
腰
布
を
着
け
る
。
裙
折
返
し
部
の
下
か
ら
、
脚
部
中
央
に
結
び
目
を
あ

ら
わ
す
結
紐
が
垂
下
す
る
。
両
手
を
屈
臂
し
胸
前
で
合
掌
し
、
両
膝
を
軽
く
曲

げ
、
腰
を
屈
め
て
立
つ
。
観
音
像
ほ
ど
前
傾
し
な
い
。

　
品
質
構
造

三
尊
に
共
通
す
る
品
質
構
造
に
つ
い
て
は
じ
め
に
述
べ
る
。
ヒ
ノ
キ
材
割
矧

ぎ
造
り
。
白
毫
に
水
晶
嵌
入
、
玉
眼
を
嵌
入
、
瞳
を
黒
で
あ
ら
わ
し
赤
で
縁
取

る
。
頭
髪
部
を
彩
色
し
、
肉
身
お
よ
び
着
衣
部
は
ほ
ぼ
全
身
後
補
の
錆
漆
で
お

お
わ
れ
る
が
、
当
初
は
金
泥
塗
り
。
着
衣
部
の
金
泥
塗
り
の
上
に
は
、
切
金
お

よ
び
彩
色
に
よ
る
文
様
が
あ
る
こ
と
が
Ｘ
線
写
真
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る

が
7
、
以
下
で
は
肉
眼
で
確
認
で
き
る
部
分
の
み
記
述
す
る
。

阿
弥
陀
如
来
立
像

　

頭
体
幹
部
は
、
両
耳
後
を
通
り
両
足
柄
（
右
足
柄
前
方
部
は
別
材
か
）
を
通

る
線
で
前
後
に
割
矧
ぎ
、
内
刳
り
を
施
す
。
割
首
す
る
。
面
部
を
割
矧
ぐ
。
肉

髻
珠
に
水
晶
を
嵌
入
す
る
。
両
肩
以
下
の
左
右
側
面
に
各
別
材
を
矧
ぐ
。
さ
ら

に
左
右
袖
外
側
、
右
袖
内
側
に
各
別
材
を
矧
ぐ
。
両
手
首
先
、
両
足
先
を
矧
ぐ
。

体
部
背
面
に
薄
板
一
材
、
腰
か
ら
脚
部
に
か
け
て
方
形
の
薄
板
三
材
を
矧
ぐ
。

像
底
部
を
刳
上
げ
る
。
表
面
左
袖
内
部
に
金
泥
塗
り
（
図
９
）、
衲
衣
大
腿
部

に
切
金
が
認
め
ら
れ
る
。
足
裏
及
び
足
枘
は
素
地
を
残
す
。

観
音
菩
薩
立
像

頭
体
幹
部
は
、
両
肩
後
方
か
ら
両
足
踵
の
後
ろ
を
通
る
線
で
前
後
の
材
を
矧

ぎ
、
内
刳
り
を
施
す
。
頭
部
は
前
面
材
か
ら
彫
出
す
る
。
Ｘ
線
透
過
撮
影
に
よ

る
と
、
前
面
材
は
、
胸
の
高
さ
で
後
方
よ
り
水
平
に
鋸
を
入
れ
、
そ
の
上
方
を
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両
耳
後
を
通
る
線
で
、
後
頭
部
か
ら
両
肩
部
を
含
む
前
面
材
後
半
部
分
を
割
離

す
8
。
前
面
材
前
半
部
は
三
道
下
で
割
首
す
る
。

両
腕
は
肩
・
肘
・
手
首
で
矧
ぐ
。
髻
（
中
央
や
や
右
寄
り
で
左
右
二
材
）、

条
帛
正
・
背
面
垂
下
部
、
結
紐
、
両
足
先
は
各
別
材
を
矧
付
け
る
。
裙
裾
部
の

地
付
き
か
ら
一
四
㎝
四
方
に
薄
板
を
矧
ぐ
。
足
枘
は
縦
一
材
を
根
幹
材
（
前
面

材
）
か
か
と
部
に
差
込
む
か
。
像
底
部
を
刳
上
げ
る
。
天
冠
台
は
彫
出
し
、
正

面
及
び
両
側
面
に
花
型
飾
り
を
つ
け
た
釘
孔
が
残
る
。
ま
た
天
冠
台
上
縁
の
そ

の
部
位
は
欠
失
す
る
。

表
面
は
、
裙
の
一
部
に
金
泥
塗
り
と
切
金
が
認
め
ら
れ
る
。
足
裏
及
び
足
枘

は
素
地
を
残
す
。

勢
至
菩
薩
立
像

頭
体
幹
部
は
、
両
耳
後
か
ら
両
足
踵
後
ろ
を
通
る
線
で
前
後
に
割
矧
ぎ
、
内

刳
り
の
う
え
、
三
道
下
で
割
首
す
る
。
面
部
を
両
耳
前
で
割
矧
ぐ
か
。

両
腕
は
肩
・
肘
・
手
首
で
矧
ぐ
（
両
手
首
先
は
一
材
）。
髻
、
条
帛
正
・
背

面
垂
下
部
、
結
紐
、
裙
背
面
の
折
り
返
し
部
の
一
部
に
小
材
を
矧
ぐ
（
亡
失
）。

両
足
先
は
各
別
材
を
矧
付
け
る
。
両
足
枘
は
前
面
材
よ
り
彫
出
。
像
底
部
を
刳

上
げ
る
。
天
冠
台
は
彫
出
し
、
正
面
及
び
両
側
面
に
釘
孔
が
残
る
。
天
冠
台
上

縁
の
そ
の
部
位
は
一
部
欠
失
す
る
。

膝
部
正
面
に
、
Ⅹ
線
透
過
撮
影
に
み
ら
れ
る
彩
色
丸
文
が
肉
眼
で
二
箇
所
確

認
さ
れ
た
。
足
裏
及
び
足
枘
は
素
地
を
残
す
。

　
保
存
状
態
　

阿
弥
陀
如
来
立
像

背
面
腰
部
か
ら
脚
部
に
か
け
て
当
て
た
、
方
形
の
薄
板
三
材
、
右
袖
内
側
部
、

両
手
首
先
、
右
足
右
側
部
の
小
材
、
頭
部
お
よ
び
体
部
の
表
面
錆
漆
地
、
以
上

後
補
。
右
手
第
三
、四
指
先
欠
失
。
右
足
枘
前
方
部
欠
失
。
裙
背
面
の
衣
文
線

一
部
彫
り
直
し
。
後
頭
部
中
央
に
頭
光
を
留
め
て
い
た
痕
跡
が
あ
り
、
そ
の
上

下
方
に
割
れ
が
入
る
。

観
音
菩
薩
立
像

髻
、
両
肘
先
、
持
物
蓮
台
、
条
帛
背
面
垂
下
部
、
結
紐
、
裙
裾
背
面
部
の
地

付
き
か
ら
上
方
に
か
け
て
の
約
一
四
㎝
四
方
部
分
の
薄
材
、
頭
体
部
表
面
錆
漆

地
、
宝
冠
・
胸
飾
（
各
銅
製
）、
以
上
後
補
。
条
帛
正
面
垂
下
部
、
裙
背
面
折

返
し
部
の
小
材
、
亡
失
。

勢
至
菩
薩
立
像

　

条
帛
正
・
背
面
垂
下
部
は
当
初
か
。
面
相
部
の
両
目
部
分
は
後
補
の
表
面
仕

上
げ
に
よ
り
当
初
の
形
を
損
ね
て
い
る
。
髻
、
両
肘
・
手
首
先
、
結
紐
、
頭
体

部
表
面
錆
漆
地
、
宝
冠
・
胸
飾
（
各
銅
製
）、
右
足
中
間
部
の
小
材
、
以
上
後
補
。

左
足
枘
前
方
部
欠
失
。
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銘
記

　

赤
外
線
カ
メ
ラ
で
撮
影
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
左
足
枘
外
側

に
、
不
鮮
明
な
が
ら
、
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
た
（
図
11
）。
像
正
面
を
首
に
し

て
縦
書
き
す
る
。

　
　　

」

と
か
ろ
う
じ
て
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
後
の
行
「
ぬ
し
」
を
「
塗
師
」、

そ
の
次
を
人
名
「
宿
阿
」
と
解
す
る
の
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
快

慶
作
像
の
足
枘
の
銘
記
は
、
い
ず
れ
も
枘
の
上
方
か
ら
下
方
へ
と
記
す
の
が
通

例
で
あ
り

9
、
ま
た
書
体
の
点
か
ら
も
、
当
初
の
造
像
銘
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

二
　
特
徴

　

三
尊
像
は
と
も
に
、
き
つ
く
吊
り
上
が
る
目
と
細
い
体
軀
に
特
徴
が
あ
る
。

　

特
に
面
貌
は
観
音
菩
薩
像
に
当
初
の
様
相
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
上
瞼

は
微
妙
な
抑
揚
を
描
き
な
が
ら
目
頭
か
ら
眼
の
中
央
半
ば
ま
で
を
伏
せ
気
味

に
あ
ら
わ
し
、
そ
の
後
見
開
き
を
大
き
く
し
て
眦
で
上
方
に
き
つ
く
吊
り
上
が

ら
せ
る
。
唇
は
、
上
唇
を
厚
め
に
、
下
唇
は
小
さ
め
に
ま
た
そ
の
中
央
部
を
薄

く
あ
ら
わ
す
。
こ
の
威
厳
と
気
品
を
備
え
た
、
端
正
で
理
知
的
な
面
貌
表
現
は
、

ま
さ
に
快
慶
作
例
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
尊
の
耳
の
形

式
も
快
慶
の
形
に
一
致
す
る
。

　

以
下
に
、
快
慶
お
よ
び
周
辺
作
例
と
の
比
較
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
三
尊
そ

れ
ぞ
れ
の
形
式
・
作
風
の
特
質
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
両
脇

侍
像
に
関
し
て
は
、
各
項
目
ご
と
に
述
べ
る
。

（
一
）
阿
弥
陀
如
来
立
像　

　

本
像
は
、
快
慶
の
真
作
と
認
め
ら
れ
る
三
尺
阿
弥
陀
立
像
の
像
容
に
準
拠
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
安
阿
弥
様
」
の
像
で
あ
る
。
そ
の
衲
衣
・
覆
肩
衣
の
襟
の
形

は
、
左
右
が
共
に
単
純
な
弧
線
を
な
し
、
快
慶
無
位
時
代
（
一
二
〇
三
年
十
一

月
三
十
日
以
前
）
の
特
徴
を
示
す
。

　

快
慶
無
位
時
代
の
三
尺
阿
弥
陀
の
う
ち
（
表
１
）、
本
像
と
同
じ
着
衣
形
式

で
同
じ
襟
の
形
の
像
は
、
京
都
・
遣
迎
院

10（
建
久
五
年
〔
一
一
九
四
〕
巧
匠

ア
ン
（
梵
字
）
阿
弥
陀
仏
銘
）（
図
22
）、
奈
良
・
東
大
寺
俊
乗
堂

11
（
建
仁
三
年

〔
一
二
〇
三
〕
仏
舎
利
等
奉
籠
）（
図
23
）、
和
歌
山
・
遍
照
光
院

12
（
巧
匠
ア
ン

阿
弥
陀
仏
銘
）（
図
24
）、
大
阪
・
八
葉
蓮
華
寺

13
（
巧
匠
ア
ン
阿
弥
陀
仏
銘
）（
図

25
）、
栃
木
・
真
教
寺

14
（
ア
ン
阿
弥
陀
仏
銘
）（
図
26
）、
奈
良
・
安
養
寺

15
（
巧

匠
安
阿
弥
陀
仏
）（
図
27
）
の
計
六
例
で
あ
る
。

　

本
像
正
面
に
は
、
衣
文
の
襞
を
、
左
襟
（
衲
衣
上
縁
折
返
し
部
位
）
に
二
本
、

ま
た
、
腹
部
に
は
六
本
、
両
脚
部
に
は
左
右
対
称
に
あ
ら
わ
す
。
腹
部
の
襞
の

彫
法
を
み
る
と
、
腹
部
上
方
は
腹
部
の
膨
ら
み
に
添
う
よ
う
に
弧
状
の
襞
を
階

段
状
に
段
々
に
あ
ら
わ
し
、
そ
の
下
方
は
布
が
垂
れ
下
が
る
さ
ま
を
意
識
し
て

刻
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
本
像
の
穏
や
か
な
こ
の
彫
法
は
、
特
に
遍

照
光
院
像
、
八
葉
蓮
華
寺
像
に
酷
似
す
る
。
こ
こ
で
安
養
寺
像
に
目
を
移
す
と
、
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前
の
二
例
と
比
べ
、
腹
部
や
脚
部
の
襞
を
鎬
立
て
て
あ
ら
わ
し
、
ま
た
左
胸
に

は
、
衲
衣
の
縁
の
一
部
が
わ
ず
か
に
め
く
れ
る
形
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
注
意

さ
れ
る
。
後
者
は
快
慶
の
法
橋
・
法
眼
位
以
降
の
作
品
に
通
有
の
形
で
、
行
快

に
も
踏
襲
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
意
匠
の
華
や
か
さ
を
強
調
し
て
い
く
快
慶
作
品

の
展
開
に
一
致
す
る
も
の
で
、
無
位
時
代
の
作
例
の
編
年
を
考
え
る
上
で
、
一

つ
の
指
標
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
本
像
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
安
阿
弥
様
」
に
近
似
し
、
快
慶
無
位
時

代
の
襟
の
形
を
と
る
像
は
、
管
見
で
は
、
納
入
文
書
の
源
空
消
息
か
ら
、
元
久

元
年
（
一
二
〇
四
）
頃
か
と
推
定
さ
れ
る
奈
良
・
興
善
寺
像

16
、
神
奈
川
・
善

福
寺
像

17
、
熊
本
・
福
城
寺
像
（
釈
迦
如
来
像
）18

な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
前
の

二
例
は
、
襟
や
腹
部
の
衣
文
線
、
ま
た
裙
裾
を
平
ら
に
あ
ら
わ
す
点
も
快
慶
に

近
い
が
、
そ
の
明
る
い
表
情
は
、
快
慶
の
そ
れ
と
異
な
る
個
性
を
持
つ
。
さ
ら

に
善
福
寺
像
は
、
快
慶
の
三
尺
阿
弥
陀
像
に
比
べ
、
左
手
の
位
置
が
少
し
高
い
。

福
城
寺
像
に
関
し
て
は
、
正
面
か
ら
見
た
限
り
で
は
、
鎬
立
つ
衣
文
線
や
襟
の

形
は
特
に
快
慶
の
安
養
寺
像
に
共
通
し
、
面
貌
表
現
も
快
慶
自
身
に
極
め
て
近

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
快
慶
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
お
け
る
、
快

慶
の
形
式
に
極
め
て
準
拠
し
た
作
例
を
造
る
仏
師
の
存
在
を
示
す
も
の
で
、
今

後
、
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
・
検
討
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

　

次
に
、
本
像
背
面
に
目
を
移
そ
う
。
衲
衣
左
下
の
、
袖
裾
部
に
つ
く
ら
れ
る

襞
の
形
は
、
遣
迎
院
像
、
真
教
寺
像
、
安
養
寺
像
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

左
の
上
膊
後
ろ
に
垂
れ
る
衲
衣
の
襞
を
ほ
ぼ
三
段
に
あ
ら
わ
す
形
は
、
前
出
の

遍
照
光
院
像
、
安
養
寺
像
に
も
共
通
す
る
。
衲
衣
背
面
に
、
衣
文
線
を
四
本
あ

ら
わ
す
点
も
快
慶
三
尺
阿
弥
陀
の
規
準
作
例
に
共
通
す
る
。

　

さ
ら
に
全
体
的
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
正
面
か
ら
見

る
と
、
頭
部
の
鉢
が
張
り
頬
の
肉
付
き
は
少
な
く
、
首
が
細
い
。
側
面
に
ま

わ
る
と
胸
や
腹
、
裙
裾
部
が
薄
く
、
全
体
と
し
て
非
常
に
華
奢
な
印
象
が
あ
る
。

快
慶
作
例
で
は
、
法
眼
位
時
代
の
奈
良
・
西
方
院
像
が
や
は
り
薄
い
体
軀
を
も

つ
。
現
在
十
七
例
ほ
ど
確
認
さ
れ
る
快
慶
の
三
尺
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
量
感

表
現
か
ら
線
状
表
現
へ
と
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
19
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
初
期
の
遣
迎
院
像
は
、
角
ば
っ
た
顎
、
太
い
首
、
広

く
厚
い
肩
幅
を
も
ち
、
頭
体
と
も
に
量
感
を
も
つ
。
奈
良
・
西
方
寺
像
も
、
こ

れ
に
似
た
特
徴
を
備
え
、
製
作
年
が
近
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
三
尺
像

で
は
な
い
が
、
建
久
六
年
の
段
階
で
製
作
途
中
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
兵
庫
・

浄
土
寺
像

20
の
顔
の
輪
郭
も
、
ま
た
、
菩
薩
形
像
で
あ
る
が
、
京
都
・
醍
醐
寺

弥
勒
菩
薩
坐
像

21
も
、
同
様
な
傾
向
を
示
す
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

快
慶
は
こ
れ
ら
を
製
作
し
た
後
に
、
先
述
し
た
教
恩
寺
像
に
通
じ
る
諸
作
例

の
よ
う
な
、
量
感
表
現
を
減
じ
る
方
向
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
快
慶
の
三
尺
阿
弥
陀
像
の
デ
ー
タ
を
概
観
し
て
補
足
し
た
い
（
表

１
）。
前
述
の
よ
う
に
、
量
感
表
現
に
お
い
て
か
な
り
の
差
異
が
見
受
け
ら
れ

る
遣
迎
院
像
と
教
恩
寺
像
だ
が
、
法
量
を
比
較
し
て
み
る
と
そ
れ
ほ
ど
数
値
に

差
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
三
尺
阿
弥
陀
の
法
量
に
は
三
種
あ
る
が
、
像
高
約

九
八
㎝
の
髪
際
で
三
尺
を
測
る
像
は
、
比
較
的
は
や
い
時
期
に
多
く
、
後
の
作

例
に
小
型
の
像
が
多
い
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る

22
。
螺

髪
の
彫
出
に
関
し
て
は
、
真
教
寺
像
や
安
養
寺
像
の
頃
か
ら
、
粒
状
か
ら
旋
毛

形
へ
と
変
化
を
み
せ
、
こ
れ
に
伴
い
、
螺
髪
が
大
型
化
し
そ
の
数
が
減
少
す
る

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る

23
。

　

た
だ
し
、
本
像
後
頭
部
螺
髪
の
並
べ
方
は
、
既
知
の
快
慶
作
例
、
快
慶
に
近

い
行
快
作
例
に
も
み
な
い
形
で
あ
る
。
快
慶
の
三
尺
阿
弥
陀
で
は
、
い
ず
れ
も
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上
方
か
ら
下
方
へ
二
等
辺
三
角
形
状
に
あ
ら
わ
し

24
、
本
像
の
よ
う
な
配
列
は

確
認
さ
れ
な
い
。
し
か
し
螺
髪
の
彫
法
は
、
運
慶
作
例
で
も
願
成
就
院
像
と
浄

楽
寺
像
で
異
な
り
、
こ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
快
慶
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
面
貌
、
正
・
背
面
の
衲
衣
の
襞
、
頭
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
螺
髪

等
の
検
討
か
ら
、
教
恩
寺
中
尊
像
は
快
慶
自
身
の
特
徴
を
顕
著
に
示
し
、
製

作
時
期
は
無
位
時
代
の
安
養
寺
像
以
前
の
、
遍
照
光
院
、
八
葉
蓮
華
寺
に
近
い

頃
、
十
二
世
紀
最
末
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
で
は
な
い
か
と
の
結
論
を
得
た
。
特

に
、
遍
照
光
院
像
と
は
前
述
の
共
通
点
に
加
え
、
さ
ら
に
、
眉
目
が
面
部
の
下

方
に
位
置
す
る
点
、
裙
裾
部
を
水
平
に
あ
ら
わ
す
形
も
酷
似
し
、
製
作
年
の
近

い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

（
二
）
両
脇
侍
像

（
ａ
）
面
貌
表
現

　

目
鼻
立
ち
を
中
央
に
寄
せ
ぎ
み
に
し
た
面
貌
表
現
は
中
尊
に
通
じ
る
が
、
中

尊
に
比
べ
る
と
、
頭
部
の
輪
郭
が
卵
形
で
細
面
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
菩
薩
形

像
の
中
で
本
像
に
近
い
も
の
を
探
せ
ば
、
や
は
り
快
慶
の
作
で
、
建
仁
元
年

（
一
二
〇
一
）
の
広
島
・
耕
三
寺
阿
弥
陀
如
来
像
が
あ
げ
ら
れ
よ
う

25
。
現
状
で

は
面
貌
に
明
確
さ
を
欠
く
が
、
こ
れ
と
本
来
一
具
で
あ
っ
た
静
岡
・
伊
豆
山

浜
生
活
共
同
組
合
所
蔵
二
菩
薩
坐
像
の
頭
部
当
初
の
一
軀
（
旧
伊
豆
山
常
行
堂

像
）
や
、
こ
れ
よ
り
約
十
年
は
や
い
醍
醐
寺
弥
勒
菩
薩
像
の
光
背
化
仏
の
表
現

に
も
、同
様
の
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。建
仁
三
年
以
前
の
バ
ー
ク
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
地
蔵
菩
薩
像
の
輪
郭
及
び
面
貌
も
共
通
し
て
い
る
。

（
ｂ
）
裙
・
腰
布
の
構
成
と
形
式

　

以
前
私
は
、
栃
木
県
益
子
町
・
地
蔵
院
観
音
・
勢
至
菩
薩
像
を
、
作
風
・

形
式
の
上
か
ら
、
快
慶
の
建
久
年
間
前
半
こ
ろ
の
作
例
と
位
置
付
け
る
試
み

を
お
こ
な
っ
た

26
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
快
慶
の
規
準
作
例
で
あ
る
建
久
六
年

（
一
一
九
五
）
の
兵
庫
・
浄
土
寺
像
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
和
歌
山
・
光

台
院
像
の
両
脇
侍
像
が
、
い
ず
れ
も
左
右
で
異
な
る
着
衣
の
構
成
と
形
式
を
採

用
し
、
地
蔵
院
像
も
こ
れ
に
準
ず
る
像
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
背
景
に
、
請
来
仏

画
を
典
拠
と
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
。
地
蔵
院
像
は
、
勢
至
像
（
図
28
）
の
着

衣
の
構
成
と
形
式
が
、
光
台
院
像
（
図
29
）
と
全
く
同
形
で
あ
り
、
快
慶
の
作

例
に
連
な
る
も
の
と
考
え
た
。
そ
の
過
程
で
、
教
恩
寺
像
も
同
様
の
特
色
を
も

つ
こ
と
を
確
認
し
得
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
裙
の
上
に
膝
ま
で
の
長
さ
の
腰
布

を
着
け
る
形
、
そ
の
衣
文
線
や
襞
の
形
は
も
ち
ろ
ん
、
地
蔵
院
像
と
は
、
左
膝

を
深
く
屈
し
、
身
体
を
左
方
つ
ま
り
中
尊
の
方
へ
傾
け
る
形
姿
ま
で
も
が
一
致

す
る
。
勢
至
の
み
な
ら
ず
観
音
像
も
、
光
台
院
像
と
着
衣
の
構
成
と
形
式
が
一

致
す
る
。

　

光
台
院
像
は
、
衣
文
線
が
多
く
、
裙
の
翻
る
表
現
も
加
わ
り
、
装
飾
的
で
華

や
か
で
あ
る
。
快
慶
の
作
風
が
、
晩
年
に
な
る
に
従
い
、
衣
文
線
の
数
が
増
し

衣
制
が
複
雑
に
な
る
、
と
い
う
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
形
式
で
、

衣
文
の
数
も
少
な
く
表
現
も
格
段
に
お
と
な
し
い
教
恩
寺
像
が
、
光
台
院
の
後

に
製
作
さ
れ
た
像
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
、
矛
盾
を
き
た
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

上
記
の
点
か
ら
教
恩
寺
両
脇
侍
は
地
蔵
院
像
と
同
じ
く
、
快
慶
の
来
迎
形
阿
弥

陀
三
尊
像
の
成
立
過
程
の
、
光
台
院
像
に
先
立
つ
像
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
ｃ
）
条
帛

　

教
恩
寺
像
の
条
帛
の
か
け
方
を
み
る
と
、
正
面
左
肩
で
垂
下
部
を
懸
け
る
位

置
と
そ
の
形
も
地
蔵
院
像
、
光
台
院
像
に
共
通
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
背
面
で
表

裏
を
反
転
さ
せ
て
い
な
い
形
が
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
現
存
の
快
慶
の
菩
薩
形

像
十
二
例
あ
ま
り
の
う
ち
、
浄
土
寺
像
と
、
そ
し
て
面
貌
に
共
通
性
が
み
ら
れ

る
伊
豆
山
像
の
二
例
に
こ
の
形
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
像
の
製
作
が
こ

の
二
作
例
に
近
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
ｄ
）
髻

　

地
髪
部
の
毛
筋
は
等
間
隔
に
鎬
立
て
て
彫
出
す
る
が
、
髻
部
の
そ
れ
は
鎬
が

な
く
、
毛
筋
彫
の
流
れ
に
硬
さ
が
み
ら
れ
る
。
上
元
結
上
方
の
髪
を
正
面
で
網

代
状
に
結
う
形
の
形
式
化
著
し
い
点
や
、
そ
の
網
代
状
の
形
は
通
常
両
脇
侍
の

一
方
の
み
で
あ
る
の
に

27

二
像
と
も
に
そ
の
形
を
と
る
点
、
地
髪
部
と
の
接
合

面
の
浮
き
具
合
な
ど
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
後
補
か
あ
る
い
は
後
の
彫
り
直

し
の
手
が
大
き
く
入
る
も
の
か
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ほ
ど
新
し
い
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
形
状
は
当
初
の
も
の
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
理
由
と
し
て
、
快
慶
の
光
台
院
像
や
快
慶
作
の
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
る
白
雲
神
社
弁
才
天
像
と
、
上
下
の
髪
の
振
り
分
け
方
、
結
わ
え
方
が

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
逆
に
光
台
院
像
な
ど
の
遺

例
を
典
拠
と
し
て
、
後
に
補
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

髻
の
上
下
を
そ
れ
ぞ
れ
三
束
に
結
い
頂
部
を
大
き
く
あ
ら
わ
す
こ
の
よ
う
な

形
は
、
遡
れ
ば
、
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
の
奈
良
・
長
岳
寺
の
両
脇
侍
像
に

初
め
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
本
像
を
長
岳
寺
像
と
比
較
し
て
み
る

と
、
卵
形
の
頭
部
、
中
央
に
寄
っ
た
つ
り
上
が
り
の
き
つ
い
目
、
条
帛
を
背
中

で
ひ
ね
ら
な
い
形
な
ど
、
像
容
に
共
通
す
る
点
が
多
い
。
快
慶
は
阿
弥
陀
三
尊

の
製
作
に
あ
た
り
、
奈
良
仏
師
の
秀
作
で
あ
る
長
岳
寺
像
な
ど
を
、
典
拠
・
規

範
と
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
ｅ
）
切
金
文
様
と
彩
色
文
様
の
併
用
に
つ
い
て

　

Ⅹ
線
透
過
撮
影
に
よ
っ
て
、
本
像
に
は
切
金
文
と
彩
色
文
が
併
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
肉
眼
で
は
、
中
尊
像
の
衲
衣
の
袖
内
側
、
観
音

像
裙
折
返
し
下
方
に
金
泥
、
中
尊
と
勢
至
像
の
裙
正
面
に
、
切
金
が
わ
ず
か
と
、

彩
色
と
解
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
丸
文
の
形
状
が
認
め
ら
れ
た
。

表
面
仕
上
げ
に
お
い
て
は
、
漆
箔
・
金
泥
・
彩
色
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
快

慶
の
様
々
な
こ
こ
ろ
み
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る

28
。
奈
良
・
文
殊
院
文
殊
菩

薩
像
は
、
金
泥
塗
り
の
肉
身
と
彩
色
の
着
衣
を
も
ち
、
そ
こ
に
切
金
と
彩
色
の

文
様
が
並
存
す
る
最
初
期
の
例
と
さ
れ
る

29
。
本
像
の
よ
う
に
金
泥
塗
り
の
上

に
彩
色
文
を
施
す
例
は
、
既
知
の
快
慶
や
そ
の
周
辺
の
作
品
に
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
が
当
初
の
も
の
と
す
れ
ば
、
本
像
の
例
は
快
慶
の
表
面
仕
上
げ
の

様
々
な
こ
こ
ろ
み
の
一
つ
と
し
て
、
新
た
に
加
え
ら
れ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
ｆ
）　

秦
野
・
金
剛
寺
像
と
の
比
較

　

本
像
に
類
す
る
面
貌
を
も
つ
像
に
、
秦
野
・
金
剛
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
の
両
脇

侍
像

30
が
あ
る
。
切
れ
長
で
は
あ
る
が
目
の
見
開
き
が
細
い
た
め
か
、
暗
く
沈

鬱
な
印
象
が
つ
よ
い
。
こ
の
金
剛
寺
像
と
の
関
係
は
見
出
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。

金
剛
寺
像
は
、
天
冠
台
菊
座
飾
り
に
髪
束
を
く
ぐ
ら
せ
る
形
、
な
で
肩
で
勢
至

が
右
肩
の
天
衣
を
は
ず
す
形
な
ど
、
肥
後
定
慶
（
一
一
八
四
―
？
）
の
初
期
作

品
で
あ
る
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
の
大
報
恩
寺
像
に
通
じ
な
が
ら
も
、
別
の
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個
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
像
で
あ
る
。
一
見
、
体
勢
や
着
衣
の
表
現
な
ど
、
光

台
院
像
よ
り
お
と
な
し
め
な
点
で
本
像
と
通
じ
、
年
代
的
に
も
比
較
的
近
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　

比
較
し
て
み
よ
う
。
両
脇
侍
像
と
も
着
衣
の
構
成
は
同
じ
で
、
上
半
身
に
条

帛
と
天
衣
、
下
半
身
に
は
裙
、
腰
布
、
帯
状
の
布
を
つ
け
る
。
条
帛
の
縁
に
抑

揚
を
つ
け
る
形
は
、
承
久
三
年
（
一
二
一
二
）
以
後
の
快
慶
の
京
都
・
随
心
院

金
剛
薩
埵
像
や
大
報
恩
寺
像
に
み
ら
れ
る
。
勢
至
像
の
裙
の
合
わ
せ
目
に
は
渦

文
を
あ
ら
わ
す
。
渦
文
は
、
快
慶
工
房
で
は
、
快
慶
の
次
世
代
の
行
快
か
ら
採

用
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

な
で
肩
な
た
め
肩
幅
や
胸
の
幅
も
狭
く
、
上
半
身
の
メ
リ
ハ
リ
が
あ
ま
り
な

い
。
横
か
ら
見
る
と
胸
の
ふ
く
ら
み
も
少
な
く
扁
平
に
あ
ら
わ
す
。
裙
裾
背
面

両
脇
に
左
右
対
称
に
襞
を
あ
ら
わ
す
形
は
、
光
台
院
、
地
蔵
院
、
教
恩
寺
像
と

も
類
似
し
、
大
報
恩
寺
像
で
は
馬
頭
観
音
像
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
比
べ

て
み
る
と
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
快
慶
に
面
貌
が
共
通
し
な
が
ら
、
体
軀
な
ど
に

異
な
る
表
現
を
採
用
す
る
慶
派
仏
師
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
教
恩
寺
阿
弥
陀
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像
は
、
三
尊
と
も
に
、

形
式
・
作
風
の
両
面
か
ら
、
快
慶
の
建
久
年
間
後
半
頃
（
一
一
九
五
）
か
ら
建

仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
頃
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ

う
な
点
か
ら
、
快
慶
自
身
に
よ
る
光
台
院
像
以
前
の
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
と
考
え
る
。

　

た
だ
し
教
恩
寺
像
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
造
像
さ
れ
た
か
は
不
明
で
、
残

さ
れ
た
問
題
は
少
な
く
な
い
。

　

す
で
に
、
皆
川
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
像
お
よ
び
本
寺
に
つ
い
て
は

『
新
編
鎌
倉
志
』
と
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
の
他
に
は
記
録
が
確
認
さ
れ

な
い
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
教
恩
寺
は
も
と
、
浄
土
宗
光
明
寺
の
境
内
北
の
山

際
に
あ
り
、
そ
し
て
現
在
地
に
は
、
善
昌
寺
と
い
う
光
明
寺
の
末
寺
が
あ
っ
た
。

そ
の
善
昌
寺
が
廃
亡
し
た
た
め
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
貴
誉
上
人
が
教

恩
寺
を
こ
の
地
に
移
し
た
。
も
と
の
教
恩
寺
の
跡
は
所
化
寮
と
し
た
と
い
う
。

　

本
像
が
、
教
恩
寺
以
前
に
こ
の
地
に
あ
っ
た
光
明
寺
末
の
善
昌
寺
の
像
と
し

て
伝
来
し
た
の
か
、
光
明
寺
境
内
北
に
あ
っ
た
教
恩
寺
に
伝
来
し
た
像
を
移
座

し
た
の
か
、
ど
ち
ら
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
判
断

す
る
だ
け
の
材
料
が
な
く
全
く
不
明
で
あ
る
。
教
恩
寺
に
は
、
前
述
の
記
録
に

よ
る
と
「
重
衡
の
盃
」
が
、
光
明
寺
に
は
、
平
重
衡
が
受
戒
の
時
法
然
に
進
呈

し
た
と
い
う
硯
が
伝
わ
り

31
、
両
寺
と
も
に
重
衡
伝
説
が
残
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
快
慶
の
造
像
活
動
の
背
景
に
、
法
然
及
び
そ
の
周
辺
の
初
期
浄
土
宗
教
団

と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

32
、
今
後
さ
ら
に
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
の

考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
教
恩
寺
像
の
造
像
の
背
景
、
快
慶
の
造
像
活
動

の
解
明
に
近
づ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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表
１
　
快
慶
作
三
尺
阿
弥
陀
如
来
立
像
法
量
等
一
覧
（「
キ
ン
ベ
ル
」
は
米
国
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
釈
迦
如
来
像
）

製
作

年
所

蔵
像

高
髪

際
高

頂
―

顎
面

長
面

幅
耳

張
面

奥
胸

奥
腹

奥
肘

張
袖

裾
張

裾
張

足
先

開
螺

髪
髪

際
数

螺
髪

彫
法

銘
記

1194
遣

迎
院

98.9
91.7

12.8
10.7

10.1
13.3

13.6
16.1

17.7
22.1

30.6
22.8

18.3
37

粒
状

巧
匠

ア
ン

阿
弥

陀
仏

（
左

足
枘

内
、

墨
書

）

1202（
作

り
始

め
）

東
大

寺
98.7

91.5
17.6

10.2
10

12.5
13.5

15.6
17.1

32
28.5

23
16.6

38
粒

状
ア

ン
　

　
　

　（
右

足
枘

正
面

、
陰

刻
）

1203
以

前
（

1190-06
頃

か
）

西
方

寺
98.5

90.9
18.7

11
10.1

13.4
14.5

―
16.4

31.5
―

22.3
17.5

33
粒

状
巧

匠
ア

ン
阿

弥
陀

仏
（

左
足
枘

外
、

墨
書

）

1203
以

前
（

1195-98
頃

か
）

遍
照

光
院

81.8
75.4

14.8
8.8

9.2
11.7

12
13.9

13.3
27.1

―
19.5

―
37

粒
状

巧
匠

ア
ン

阿
弥

陀
仏

（
左

足
枘

内
、

墨
書

）

1203
以

前
（

1195-98
頃

か
）

八
葉

蓮
華

寺
82.3

76
14.9

8.6
9.2

11.3
12.1

13.5
15.2

26.4
―

―
14.8

37
粒

状
巧

匠
ア

ン
阿

弥
陀

仏
（

左
足
枘

外
、

墨
書

）

1203
以

前
（

1196-1201
頃

）
真

教
寺

98.6
90.8

17.7
10.9

10.2
13.2

14
15.4

17.1
30.7

26.4
21.4

―
推

定
28

旋
毛

形
ア

ン
阿

弥
陀

仏
（

像
内

頸
部

前
面

、
墨

書
）

1203
以

前
（

1194
頃

～
）

安
養

寺
81.5

76.3
14

8.8
8.7

11
11.2

12.5
13.2

26.8
23.8

19.4
13.2

29
旋

毛
形

巧
匠

安
阿

弥
陀

仏
（

左
足
枘

正
・

外
、墨

書
）

1203-10
大

円
寺

82.5
76.4

14.8
8.6

8.8
11.1

11.7
12.6

13.1
25.9

22.1
18

13.1
32

旋
毛

形
巧

匠
法

橋
快

慶
（

右
足
枘

外
、

墨
書

）

1211
東

寿
院

97.7
91.5

16.1
10.6

9.8
12.7

13.5
14.2

17.5
―

28.8
21.7

16.2
不

明
不

明
巧

匠
法

眼
快

慶
（

左
足
枘

外
、

墨
書

）

1221
光

林
寺

81.8
75.4

15.6
9.4

9.4
11.4

12.1
12.9

14.2
26.5

―
20.3

14.8
27

旋
毛

形
法

眼
快

慶
（

左
足
枘

外
、

墨
書

）

1227
以

前
キ

ン
ベ

ル
82

76.6
14.9

9.1
8.9

11.2
11.8

―
14

26.8
―

24.7
12.9

33
旋

毛
形

巧
匠

法
眼

快
慶

（
左

足
枘

外
、

墨
書

）

1227
以

前
（

1211
頃

か
）

円
常

寺
98.8

92
17.3

10.3
10.2

12.6
13.2

14.4
15.8

31.6
―

23
16.2

34
旋

毛
形

巧
匠

法
眼

快
慶

（
左

足
枘

外
、

陰
刻

）

1227
以

前
（

1211
頃

か
）

大
行

寺
82.2

76.1
15

8.7
9.2

11.2
11.8

12.8
14.1

25.8
23

18.6
12.4

31
旋

毛
形

巧
匠

法
眼

快
慶

（
左

足
枘

外
、

墨
書

）

1227
以

前
（

1211
頃

～
）

西
方

院
100

93
17.6

10.6
10.5

13.8
14

13.6
15.9

30.5
―

22.1
16

32
旋

毛
形

巧
匠

法
眼

快
慶

（
左

足
枘

外
、

墨
書

）

1227
以

前
（

1221
か

）
光

台
院

79.3
73.8

14.2
8.6

8.6
10.9

10.9
11.5

13.1
26.4

―
18.3

13.6
29

旋
毛

形
巧

匠
法

眼
快

慶
（

左
足
枘

外
、

陰
刻

）

1227
極

楽
寺

79･5
74

14.1
8.3

8.1
10.9

12.2
11.1

12.9
25.3

―
18.2

―
30

旋
毛

形
ア

ン
阿

弥
陀

仏
　

法
橋

行
快

（
納

入
文

書
）

教
恩

寺
98.8

91.9
17.1

10.5
10.6

13.8
14

15.1
16.2

31.3
28.9

22.4
15.5

35
旋

毛
形

参
考
　
快
慶
お
よ
び
快
慶
周
辺
の
勢
至
菩
薩
像

製
作

年
所

蔵
像

高
髪

際
高

頂
―

顎
面

長
面

幅
耳

張
面

奥
胸

奥
腹

奥
肘

張
膝

張
裾

張
足

先
開

備
考

1193
頃

か
地

蔵
院

64.8
61.7

11.2
7.8

7.4
9.1

10.4
10.2

10.4
21

15.5
―

―
髻

な
し

1227
以

前
光

台
院

57.2
48.5

14.4
5.9

6
7.5

7.7
8.3

―
16.6

―
14.6

10.4

教
恩

寺
70.8

60.4
16.9

7.6
7.1

9.0
9.3

10.6
10.4

20.1
―

16
12

※
表

の
作

成
に

際
し

て
は

、
水

野
敬

三
郎

他
編

『
日

本
彫

刻
史

基
礎

資
料

集
成

』
鎌

倉
時

代
像

造
銘

記
篇

の
デ

ー
タ

を
引

用
し

た
。

東
大

寺
像

の
胸

奥
・

腹
奥

・
足

先
開

き
は

、
東

京
芸

術
大

学
大

学
院

美
術

研
究

科
文

化
財

保
存

学
保

存
修

復
研

究
室

『
年

報
2007』

2008
年

よ
り

引
用

し
た

。
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註１　

法
量
（
㎝
）

　
阿
弥
陀
如
来
像

　

像
高　
　

九
八
・
八

　

髪
際
高　

九
一
・
九

　
　

頂
―
顎　

一
七
・
一　
　
　

面
長　

一
〇
・
五

　
　

面　

幅　

一
〇
・
六　
　
　

耳
張　

一
三
・
八

　
　

面　

奥　

一
四
・
〇　
　
　

胸
奥　

左
一
四
・
六　

右
一
五
・
一 

　
　

腹　

奥　

一
六
・
二　
　
　

肘
張　

三
一
・
三

　
　

裾　

張　

二
二
・
四　
　
　

袖
張　

二
八
・
九

　
　

足
先
開（
外
）一
五
・
五　

　
　

足
枘
左　

高　

五
・
二　

前
面
幅
一
・
七　

後
面
幅
一
・
三　

奥
九
・
七

　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥（
現
状
）五
・
二　
　
　
　

　
観
音
菩
薩
像
　

　

像
高　
　

七
〇
・
九

　

髪
際
高　

六
一
・
六

　
　

頂
―
顎　

一
六
・
六　
　
　

面
長　

七
・
九

　
　

面　

幅　
　

七
・
〇　
　
　

耳
張　

八
・
八　

　
　

面　

奥　
　

九
・
二　
　
　

胸
奥　

左（
含
む
衣
）一
一
・
四　

右
一
〇
・
九

　
　

腹　

奥　

一
〇
・
八　
　
　

肘
張　

一
九
・
六　
　

　
　

裾　

張　

一
五
・
四　
　
　

足
先
開（
外
）一
一
・
六

　
　

足
枘
左　

前
面
高
五
・
二　

前
面
幅
一
・
五　

奥
六
・
六

　
　
　
　
　
　

後
面
高
五
・
〇　

後
面
幅
〇
・
八

　
　
　
　

右　

前
面
高
五
・
〇　

前
面
幅
一
・
三　

奥
七
・
〇

　
　
　
　
　
　

後
面
高
四
・
七　

後
面
幅
一
・
〇

　
勢
至
菩
薩
像

　

像
高　
　

七
〇
・
八

　

髪
際
高　

六
〇
・
四

　
　

頂
―
顎　

一
六
・
九　
　
　

面
長　

七
・
六

　
　

面　

幅　
　

七
・
一　
　
　

耳
張　

九
・
〇

　
　

面　

奥　
　

九
・
三　
　
　

胸
奥　

左（
含
む
衣
）一
〇
・
六　

右
九
・
八

　
　

腹　

奥　

一
〇
・
四　
　
　

肘
張　

二
〇
・
一

　

裾　

張　

一
六
・
〇　
　
　　
足
先
開（
外
）一
二
・
〇

　

足
枘
左　

前
面
高
四
・
八　

前
面
幅
一
・
一　

奥（
現
状
）三
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
面
幅
〇
・
六

　
　
　

右　

前
面
高
四
・
七　

前
面
幅
一
・
二　

奥
五
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
面
幅
〇
・
七　
　

２　
『
新
編
鎌
倉
志
』（
貞
享
二
年
〔
一
六
八
五
〕
成
立
）、『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』（
天

保
十
二
年
〔
一
八
四
一
〕
成
立
）
な
ど
。

３　

皆
川
祥
子
「
木
造　

阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
立
像　

三
軀
」（『
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑 

補
遺
篇
』　

所
収
）
一
九
八
七
年
。
文
中
「
阿
弥
陀
様
」
と
あ
る
の
は
「
安
阿
弥
様
」
の

誤
植
か
。
そ
の
他
、
同
氏
に
よ
る
研
究
に
左
記
が
あ
る
。

「
教
恩
寺
阿
弥
陀
三
尊
立
像
に
就
い
て
」（『
鎌
倉
』
二
三
）
一
九
七
四
年
。

　
　
「
教
恩
寺
」（『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
―
書
跡
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
篇
―
』
所
収
）

一
九
八
六
年
。

４　

三
宅
久
雄
「
快
慶
と
来
迎
阿
弥
陀
三
尊
像
」（『
運
慶
と
快
慶
―
鎌
倉
の
建
築
・
彫
刻
―
』

〔『
日
本
美
術
全
集
』　

一
〇
〕　

所
収)　

一
九
九
一
年　

講
談
社
。

	

　

ま
た
松
島
健
氏
は
、
本
像
を
大
磯
・
善
福
寺
像
と
と
も
に
、
快
慶
没
後
か
ら
十
三
世
紀

半
ば
こ
ろ
の
秀
作
と
さ
れ
て
い
る
。

	

　

松
島
健
「
鎌
倉
彫
刻
―
慶
派
仏
師
を
中
心
に
―
」（『
中
世
寺
院
と
鎌
倉
彫
刻
』〔『
原
色

日
本
の
美
術
』
九
〕
所
収
）　

一
九
九
四
年　

小
学
館
。

	

　

礪
波
恵
昭
「
鎌
倉
時
代
初
期
慶
派
無
名
彫
刻
の
基
礎
的
研
究
―
峯
定
寺
木
造
阿
弥
陀
三

尊
像
を
め
ぐ
っ
て
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
一
三
）
一
九
九
六
年
。

５　

近
年
紹
介
さ
れ
た
例
に
左
記
が
あ
る
。

	

　

川
瀬
由
照
「
西
園
寺
妙
音
堂
本
尊
像
に
つ
い
て
―
琵
琶
秘
曲
伝
授
作
法
本
尊
像
の
系
譜

（
一
）
―
」（『
鹿
苑
寺
と
西
園
寺
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
）
二
〇
〇
四
年
。

　
　

伊
東
史
朗
「〈
資
料
紹
介
〉
東
寺
旧
蔵　

観
音
菩
薩
像
・
勢
至
菩
薩
像
」（『M

U
SEU

M

』

六
〇
三
）
二
〇
〇
六
年
。	

	
　

土
井
通
弘
「
京
都
・
知
恩
寺
蔵
快
慶
作
の
新
出
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
つ
い
て
」（
就
実

大
学
表
現
文
化
学
会
『
就
実
表
現
文
化
』
二
）
二
〇
〇
七
年
。

　
　

鈴
木
喜
博
「
千
手
観
音
坐
像
（
奥
院
安
置
）」（
奈
良
国
立
博
物
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ

ト
近
畿
編
『
西
国
三
十
三
所
』）
二
〇
〇
八
年
。

	

　

ま
た
、
最
近
古
幡
昇
子
氏
は
、
兵
庫
・
浄
土
寺
の
各
菩
薩
面
の
作
者
を
比
定
す
る
試
み

を
行
わ
れ
て
い
る
。
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古
幡
昇
子
「
兵
庫
・
浄
土
寺
菩
薩
面
の
制
作
者
と
造
像
背
景
―
快
慶
・
迎
講
・
生
身
信

仰
―
」（『
佛
教
藝
術
』
三
〇
六
）
二
〇
〇
九
年
。

６　

そ
の
作
業
に
お
い
て
有
効
な
指
標
と
な
る
の
が
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
襟
の
形
式
の
編
年

で
あ
る
。
年
代
に
よ
っ
て
襟
の
形
式
が
三
段
階
に
変
化
し
、
快
慶
の
み
で
な
く
、
工
房
作

も
同
様
の
展
開
を
た
ど
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
快
慶
没
後
の
工
房
作
例
に
は
、
三
種
の
襟
の

形
式
が
混
在
し
、「
既
存
の
快
慶
作
品
か
ら
自
由
に
形
式
を
借
り
」
る
こ
と
が
論
証
さ
れ

て
い
る
。

　
　

山
本
勉
「
安
阿
弥
様
阿
弥
陀
立
像
の
展
開
―
着
衣
形
式
を
中
心
に
」（『
佛
教
藝
術
』

一
六
七
）
一
九
八
六
年
。

７　

文
化
庁
奥
健
夫
氏
に
Ⅹ
線
透
過
撮
影
に
よ
る
三
尊
の
着
衣
の
文
様
に
つ
い
て
、
左
記
の

ご
教
示
を
賜
っ
た
。

　
　
〔
阿
弥
陀
如
来
像
〕
袈
裟
の
条
葉
部
に
彩
色
に
よ
る
唐
草
、
田
相
部
に
切
金
に
よ
る
卍

繫
ぎ
も
し
く
は
雷
文
繫
ぎ
。

　
　
〔
観
音
菩
薩
像
〕
条
帛
に
切
金
に
よ
る
細
か
い
斜
格
子
。
裙
に
切
金
に
よ
る
卍
繫
ぎ
を

地
文
と
し
て
彩
色
に
よ
る
丸
文
散
ら
し
。
帯
状
腰
布
に
切
金
に
よ
る
立
涌
。

　
　
〔
勢
至
菩
薩
像
〕
条
帛
に
切
金
に
よ
る
斜
格
子
、
彩
色
に
よ
る
波
状
唐
草
。
裙
に
切
金

に
よ
る
麻
葉
繫
ぎ
を
地
文
と
し
て
彩
色
に
よ
る
丸
文
（
輪
郭
蕨
手
状
）
散
ら
し
、
裏
で
は

切
金
に
よ
る
斜
格
子
。
腰
布
に
切
金
に
よ
る
襷
格
子
。

８　

こ
の
方
法
は
、
頭
部
を
割
離
す
際
に
、
首
の
左
右
後
方
に
無
理
が
か
か
り
損
傷
す
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
の
や
り
方
と
さ
れ
、
同
様
の
作
例
と
し
て
、
茨
城
・
万
福
寺
像
、
京
都
・

満
願
寺
十
一
面
観
音
像
（
寿
賢
作
）、
同
・
鹿
苑
寺
不
動
明
王
像
、
三
重
・
遍
照
寺
像
観
音
・

勢
至
像
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　

奥
健
夫「
万
福
寺
蔵　

阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
立
像
」（『
國
華
』一
三
二
六
）二
〇
〇
六
年
。

９　

本
像
と
同
じ
方
向
に
記
す
の
は
、
西
方
院
像
の
後
補
の
墨
書
銘
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、

快
慶
作
例
に
は
、
左
足
枘
外
側
に
銘
記
す
る
場
合
が
多
い
。

10　

伊
東
史
朗
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
遣
迎
院
）」（
水
野
敬
三
郎
他
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資

料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
一
所
収
）　

二
〇
〇
三
年　

中
央
公
論
美
術
出
版
。

11　

水
野
敬
三
郎
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
東
大
寺
）」（
水
野
敬
三
郎
他
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎

資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
篇
二
所
収
）　

二
〇
〇
四
年　

中
央
公
論
美
術
出
版
。

12　

水
野
敬
三
郎　
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
遍
照
光
院
）」
註
11
前
掲
書
所
収
。

13　

根
立
研
介
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
八
葉
蓮
華
寺
）」
註
11
前
掲
書
所
収
。

14　

山
本
勉　
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
真
教
寺
）」
註
11
前
掲
書
所
収
。

15　

紺
野
敏
文
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
安
養
寺
）」
註
11
前
掲
書
所
収
。

16　

太
田
古
朴
「
奈
良
・
興
善
寺
本
尊
弥
陀
立
像
と
胎
内
発
見
の
造
像
及
び
法
然
文
書
」（『
史

迹
と
美
術
』
三
二
）
一
九
六
二
年
。

17　

佐
藤
昭
夫
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像 

一
軀
」（
神
奈
川
県
教
育
庁
編
『
神
奈
川
県
文
化

財
図
鑑　

補
遺
篇
』
所
収
）
一
九
八
七
年
。

18　

石
原
浩
「
木
造
釈
迦
如
来
立
像
」（
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
『
み

ほ
と
け
の
貌
―
熊
本
県
南
部
の
仏
像
―
』
所
収
） 

二
〇
〇
九
年
。

19　

毛
利
久
『
仏
師
快
慶
論　

増
補
版
』
一
九
八
七
年　

吉
川
弘
文
館
。

　
　

た
だ
し
、
近
年
、
快
慶
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
作
と
の
見
方
が
あ
る
京
都
・
正
法
寺
八
角

堂
の
丈
六
の
阿
弥
陀
坐
像
は
、
文
献
で
は
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
あ
る
い
は
建
保
元
年

か
ら
同
七
年
頃
の
製
作
と
さ
れ
る
が
、　

そ
の
量
感
表
現
は
快
慶
の
初
期
作
例
に
通
じ
、
今

後
の
検
討
が
待
た
れ
る
。

　
　

松
岡
久
美
子
「
湛
慶
世
代
の
作
風
展
開
に
つ
い
て
―
京
都
寺
正
法
寺
（
八
角
堂
）
阿
弥

陀
如
来
坐
像
、
京
都
西
園
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
中
心
に
―
」（
京
都
大
学
文
学
部
美
学

美
術
史
研
究
室
『
京
都
大
学
研
究
紀
要
』
二
二
）
二
〇
〇
一
年
。

	

　

杉
㟢
貴
英
「
石
清
水
八
幡
宮
祐
清
造
立
の
阿
弥
陀
像
と
解
脱
房
貞
慶
―
八
幡
市
正
法
寺

（
八
角
院
）
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
関
す
る
一
史
料
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
同
志
社
大
学
『
文
化

史
学
』
六
五
）
二
〇
〇
九
年
。

20　

水
野
敬
三
郎
「
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像
（
浄
土
寺
）」
註
10
前
掲
書
所
収
。

21　

副
島
弘
道　
「
弥
勒
菩
薩
像
（
醍
醐
寺
）」
註
10
前
掲
書
所
収
。

22　

前
掲
註
19
毛
利
論
文
。

23　

土
井
氏
は
前
掲
註
５
論
文
で
、
三
尺
阿
弥
陀
で
は
、
建
仁
三
年
頃
か
ら
、
線
的
表
現
の

一
環
と
し
て
螺
髪
を
旋
毛
形
に
刻
む
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
方
を
示
さ
れ

て
い
る
。
三
尺
阿
弥
陀
で
は
な
い
兵
庫
・
浄
土
寺
像
（
建
久
六
年
造
像
途
中
、同
八
年
供
養
）

で
は
、
す
で
に
正
面
髪
際
寄
り
三
段
ほ
ど
の
螺
髪
を
旋
毛
形
に
刻
ん
で
い
る
の
が
認
め
ら

れ
る
。

24　

水
野
敬
三
郎
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
ハ
の
字
状
の
彫
出
は
鎌
倉
時
代
の
特
徴
と
さ
れ
る
。

　
　

水
野
敬
三
郎
「
快
慶
作
品
の
検
討
」（『
美
術
史
』
四
七
）
一
九
六
三
年
（『
日
本
彫
刻

史
研
究
』
所
収　

一
九
九
六
年　

中
央
公
論
美
術
出
版
）。

25　

山
本
勉
「
阿
弥
陀
如
来
及
び
脇
侍
像
（
耕
三
寺
・
伊
豆
山
浜
生
活
協
同
組
合
）」
註
10

前
掲
書
所
収
。

26　

大
澤
慶
子
「
快
慶
及
び
そ
の
周
辺
作
品
に
み
る
来
迎
形
阿
弥
陀
三
尊
像
の
成
立
と
展
開
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―
益
子
・
地
蔵
院
の
観
音
・
勢
至
菩
薩
像
を
中
心
と
し
て
―
」（『
佛
教
藝
術
』
二
九
六
）

二
〇
〇
八
年
。

27　

寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
作
の
熊
本
・
明
導
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
、
一
二
二
〇
年
代
後
半

か
ら
一
二
三
〇
年
代
頃
と
の
見
方
が
あ
る
和
歌
山
・
本
光
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
、
同
・
浄
妙

寺
薬
師
三
尊
像
の
い
ず
れ
も
左
脇
侍
像
に
同
形
式
を
採
用
す
る
。
本
像
の
形
は
明
導
寺
像

の
そ
れ
に
近
い
。

	

　

山
本
勉
「
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像
（
明
導
寺
）」（
水
野
敬
三
郎
他
編
『
日
本
彫
刻

史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
四
所
収
）
二
〇
〇
六
年　

中
央
公
論
美
術
出
版
。

	

　

大
河
内
智
之
「
本
光
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い
て
―
仏
足
文
を
有
す
る
来
迎
形
三
尊
像

の
初
期
作
例
と
し
て
―
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
十
一
）
二
〇
〇
五
年
。

28　

山
本
勉
「
仏
像
の
金
泥
塗
り
の
意
義
」（
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
『
仏
教
美
術

に
お
け
る
身
体
観
と
身
体
表
現
』
所
収
）
二
〇
〇
二
年
。

29　

鎌
倉
・
英
勝
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
平
成
十
七
年
鎌
倉
市
指
定
文
化
財
）
は
、
十
三
世

紀
の
快
慶
系
統
の
像
で
あ
る
が
、
肉
身
部
を
金
泥
塗
り
、
着
衣
部
を
彩
色
・
切
金
と
す
る

と
い
う
（
山
本
勉
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

30　

山
本
勉
・
佐
々
木
登
美
子
「
秦
野
・
金
剛
寺
阿
弥
陀
堂
の
観
音
・
勢
至
菩
薩
像
と
そ
の

金
属
製
光
背
」（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
『
仏
の
荘
厳
～
飾
り
讃
え
る
も
の
～
』
所
収
）

二
〇
〇
六
年
。

31　

永
井
正
憲
「
松
陰
硯
」（
鎌
倉
国
宝
館
『
大
本
山
光
明
寺
と
浄
土
教
美
術
』
―
法
然
上

人
八
百
年
大
遠
忌
記
念
）
二
〇
〇
九
年
。『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
で
は
「
紫
石
ノ
硯
」

と
し
て
記
載
さ
れ
る
。

32　

前
掲
註
４
三
宅
論
文
。

〔
図
版
の
出
典
〕

図
22　

水
野
敬
三
郎
他
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
一　

二
〇
〇
三
年　

中
央
公
論
美
術
出
版

図
23
～
27　

水
野
敬
三
郎
他
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
篇

二　

二
〇
〇
四
年　

中
央
公
論
美
術
出
版

図
29　

三
宅
久
雄
「
研
究
資
料　

快
慶
作　

光
台
院
蔵
阿
弥
陀
三
尊
像
」（『
美
術
研
究
』

三
五
一
）　

　
　
　

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
成
城
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
に
、
加

筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
に
あ
た
り
成
城
大
学
学
長
清
水
眞
澄
先
生
に
ご
指
導

を
賜
っ
た
。
教
恩
寺
住
職
東
山
勉
師
に
は
調
査
お
よ
び
写
真
の
掲
載
に
関
し
て
、
格
段
の
ご

高
配
を
賜
っ
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
橋
学
館
大
学
教
授
塩
澤
寛
樹
氏
、
鎌
倉
国
宝

館
村
野
真
作
氏
に
ご
高
配
を
賜
り
、
成
城
大
学
大
学
院
海
老
澤
る
り
は
氏
、
佐
藤
直
子
氏
そ

の
他
の
諸
氏
に
ご
協
力
を
頂
い
た
。
ま
た
清
泉
女
子
大
学
教
授
山
本
勉
氏
、
文
化
庁
奥
健
夫

氏
に
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
な
お
、
図
１
～
15
、
17
～
20
は
塩
澤
寛
樹
氏
よ
り
ご
提
供
い
た

だ
き
、
図
28
は
栃
木
県
立
博
物
館
本
田
諭
氏
撮
影
、
図
９
、
16
、
21
は
筆
者
撮
影
に
よ
る
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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図 1　阿弥陀如来及び両脇侍像　　鎌倉・教恩寺
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図 2　阿弥陀如来及び両脇侍像　阿弥陀如来　全身正面　鎌倉・教恩寺
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図 4　同　全身右側面

図 6　同　全身背面

図 3　同　全身左側面

図 5　同　全身左斜側面
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図 7　同　頭部左側面

図 10　同　像底

図 8　同　頭部右側面

図 9　同　左袖内部の金泥

図 11　同　左足枘外側墨書銘（赤外線写真）
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図 12　阿弥陀如来及び両脇侍像　観音菩薩像　全身正面
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図 13　同　全身左側面

図 15　同　全身背面

図 14　同　全身右側面

図 16　同　裙折返し部の金泥
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図 17　阿弥陀如来及び両脇侍像　勢至菩薩　全身正面
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図 18　同　全身左側面図 19　同　全身右側面

図 20　同　全身背面

図 21　同　脚部正面の丸文
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図 22　京都・遣迎院像

図 25　大阪・八葉蓮華寺像

図 24　和歌山・遍照光院像

図 27　奈良・安養寺像

図 23　奈良・東大寺像

図 26　栃木・真教寺像
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図 28　栃木・地蔵院像図 29　和歌山・光台院像
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Kyoon-ji Temple’s Amida Sanzon (Amitabha triad), Kamakura and its likely connection to Kaikei

 Keiko  OSAWA
 

This article discusses the Standing Amida Nyorai(Amitabha)and the two  Bodhisattvas flanking it to 
form a triad at Kyoon-ji Temple in Kamakura.  This triad represents raigo—the descent of Amida to receive 
the soul of a deceased person. One Bodhisattva, Kannon (Avalokitesvara), holds a lotus pedestal in both 
hands, while the other, Seishi (Sthamaprapta), has both hands pressed together in prayer.  These statues are 
made of cypress wood using the warihagi method in which a block of wood is split into halves, hollowed out, 
and then joined together.  The statues are painted in gold, and their eyes are crystal inlays. 

It has long been surmised that this triad was created by sculptors of Buddhist statues from Kaikei’s 
lineage. The characteristics of this triad—the facial features and their expressions, especially the strongly 
modulated gazes and almond eyes, as well as their clothing style—coincide with those of statues produced by 
the Kaikei line.  In a 2008 article in the journal Ars Buddhica (vol.296), I analyzed the Kannon and the Seishi 
statues of Jizo-in Temple in Mashiko, Tochigi prefecture and concluded that they can be attributed to Kaikei 
(?-1227), ca.1194. Here I posit that the style of this Amida Sanzon at Kyoon-ji suggests that this triad too 
may be attributed to Kaikei, dating probably from his early period, which also includes the Jizo-in statues. The 
characteristics of the triad’s facial expressions and clothing styles seem to fall between those of the Kaikei’s 
works at Jyodo-ji, Ono, Hyogo prefecture (1196) and at Koudai-in, Wakayama prefecture, (ca. 1221); 
therefore I suggest that this triad was created sometime between 1195 and 1203.  While the provenance of 
the Kyoon-ji statue has been unclear, it is notable as a rare example of Kaikei’s works concerning the Honen 
Jodo (Pure Land) school of Buddhism in the Kanto area.


